2019年4月10日
昭和電工株式会社
日本アイ・ビー・エム株式会社
AIを用いた特許読解支援システムを構築
～優れた可読性で特許情報のスクリーニングにかかる時間を大幅に短縮～

[bookmark: _GoBack]昭和電工株式会社（社長：森川 宏平、以下 昭和電工）は日本IBMと共同で、特許情報の効果的かつ効率的なスクリーニングを支援する「特許読解支援システム」を構築し、本年7月から昭和電工全社で運用を開始します。本システムの運用により、技術者の特許読解時間の大幅な削減を目指します。
今回構築した「特許読解支援システム」は、文書情報を統合的・横断的に収集し、高度な分類・分析が可能なコグニティブ・テクノロジー「IBM Watson Explorer」を採用しました。本ツールが有するテキスト解析・探索機能、文書関連付け機能、特許に特化したアイデア抽出機能を利用することで、効率的な特許情報の読解を支援します。さらに昭和電工の技術領域である化学分野の特許文書の特徴に合わせた文書関連付け機能を付与することで、特許文書の可読性向上に特化したインターフェースを備えたシステムを構築しました。
本システムでは、難解かつ長大な文章で複雑な依存関係を持つ特許の請求項情報が構造化され、視覚的に示されるため、技術者は効率よく特許の内容を理解できます。昨年昭和電工社内で実施したトライアルでは、本システムを使わずに読解した時に比べ、特許1件当たりの読解時間を約45%短縮できました。知的財産を企業競争力として最大限活用するには、創出された知的財産を権利化するだけではなく、テーマ探索から事業化までのすべての段階において、知的財産の状況を正しく把握することが重要です。本システムを全社に導入し、研究効率の向上と他社権利侵害リスクの低減に繋げるとともに、知的財産業務をより戦略的に推進し、企業競争力強化に取り組みます。
昭和電工は本年より開始した中期経営計画“The TOP 2021”において、グループ戦略を支える事業基盤の強化施策の1つとして、「AI/IoT活用の強化」を掲げています。これまでに培ったノウハウやプロセスの可視化・形式知化により開発を加速させ、企業価値向上に活かしてまいります。
以上


· お問い合わせ先　昭和電工株式会社　広報室	03-5470-3235
                   日本アイ・ビー・エム株式会社　広報　下岡　(広報代表03-3808-5120) 




IBM、IBM ロゴ、ibm.comは、世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corp.の商標です。他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。現時点での IBM の商標リストについては、http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml (US)をご覧ください。
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昭和電工株式会社


（社長


：


森川


 


宏平


、以下


 


昭和電工


）


は日本


IBM


と共同で


、特許情報の効


果的かつ効率的なスクリーニングを支援する「特許読解支援システム」を構築し、本年


7


月か


ら


昭和電工


全社で


運用を開始します。本システムの運用により、技術者の特許読解時間の大幅


な削減を


目指


します


。


 


今回構築した


「特許読解支援システム」は、文書情報を統合的・横断的に収集し、高度な分


類・分析が可能な


コグニティブ・テクノロジー


「


IBM Watson Explorer


」を


採用しました


。本ツ


ール


が有する


テキスト解析・探索機能、文書関連付け機能、特許に特化したアイデア抽出


機能


を利用することで、効率的


な


特許情報


の読解


を支援します。


さらに


昭和電工


の技術領域である


化学


分野の特許文書


の特徴


に


合わせた文書関連付け機能を


付与することで


、特許文書の可読性


向上


に特化したインターフェースを備えた


システムを構築しました。


 


本システム


では


、


難解かつ長大な文章で複雑な依存関係を持つ特許の請求項情報


が


構造化


さ


れ


、視覚的に示


されるため


、


技術者は


効率よく


特許の


内容を理解


できます


。昨年


昭和電工


社内


で実施したトライアルでは、


本


システムを使わずに読解した時に比べ、特許


1


件当たりの


読解


時間


を


約


45%


短縮でき


ま


した。


知的財産を企業競争力として最大


限活用するには、創出された


知的財産を権利化するだけではなく、


テーマ探索から事業化までのすべての段階において


、


知


的財産の状況を正しく把握することが重要


です。


本システムを


全社に


導入し、研究効率の向上


と他社権利侵害リスクの低減に繋げ


るとともに、知的財産業務をより戦略的に推進し、企業競


争力強化に取り組みます。


 


昭和電工


は本年より開始した


中期経営計画“


The TOP 2021


”において、


グループ戦略を支


える事業基盤の強化施策の


1


つとして、


「


AI/IoT


活用


の強化


」


を掲げています。


これまでに培っ


たノウハウや


プロセスの可視化・形式知化


により開発


を加速させ


、


企業


価値


向上に活かして


ま


いります。
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2019 年 4 月 10 日   昭和電工株式会社   日本アイ・ビー・エム株式会社   A I を用いた特許読解支援システムを 構築   ～ 優れた可読性で特許情報のスクリーニングにかかる時間を 大幅に 短縮 ～     昭和電工株式会社 （社長 ： 森川   宏平 、以下   昭和電工 ） は日本 IBM と共同で 、特許情報の効 果的かつ効率的なスクリーニングを支援する「特許読解支援システム」を構築し、本年 7 月か ら 昭和電工 全社で 運用を開始します。本システムの運用により、技術者の特許読解時間の大幅 な削減を 目指 します 。   今回構築した 「特許読解支援システム」は、文書情報を統合的・横断的に収集し、高度な分 類・分析が可能な コグニティブ・テクノロジー 「 IBM Watson Explorer 」を 採用しました 。本ツ ール が有する テキスト解析・探索機能、文書関連付け機能、特許に特化したアイデア抽出 機能 を利用することで、効率的 な 特許情報 の読解 を支援します。 さらに 昭和電工 の技術領域である 化学 分野の特許文書 の特徴 に 合わせた文書関連付け機能を 付与することで 、特許文書の可読性 向上 に特化したインターフェースを備えた システムを構築しました。   本システム では 、 難解かつ長大な文章で複雑な依存関係を持つ特許の請求項情報 が 構造化 さ れ 、視覚的に示 されるため 、 技術者は 効率よく 特許の 内容を理解 できます 。昨年 昭和電工 社内 で実施したトライアルでは、 本 システムを使わずに読解した時に比べ、特許 1 件当たりの 読解 時間 を 約 45% 短縮でき ま した。 知的財産を企業競争力として最大 限活用するには、創出された 知的財産を権利化するだけではなく、 テーマ探索から事業化までのすべての段階において 、 知 的財産の状況を正しく把握することが重要 です。 本システムを 全社に 導入し、研究効率の向上 と他社権利侵害リスクの低減に繋げ るとともに、知的財産業務をより戦略的に推進し、企業競 争力強化に取り組みます。   昭和電工 は本年より開始した 中期経営計画“ The TOP 2021 ”において、 グループ戦略を支 える事業基盤の強化施策の 1 つとして、 「 AI/IoT 活用 の強化 」 を掲げています。 これまでに培っ たノウハウや プロセスの可視化・形式知化 により開発 を加速させ 、 企業 価値 向上に活かして ま いります。   以上       ◆   お問い合わせ先   昭和電工株式会社   広報室   03 - 5470 - 3235                        日本アイ・ビー・エム株式会社   広報   下岡   ( 広報代表 03 - 3808 - 5120 )            IBM 、 IBM  ロゴ、 ibm.com は、世界の多くの国で登録された International Business Machines Corp. の商標 です。他の製品名およびサービス名等は、それぞれ IBM または各社の商標である場合があります。現時点での   IBM  の商標リストについては、 http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml (US) をご覧ください。  

